
（様式１）

外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深
め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態
度の育成を図り、情報や相手の意向などを理解
したり、自分の考えなどを表現したりする。異文
化を理解し、共に生きていく態度を育てる。

人間の健全な発達と生活の営みを総合的にとら
え、家族・家庭の意義、家族・家庭と社会とのか
かわりについて理解させるとともに、生活に必要
な知識と技術を習得させ、男女が協力して家庭
や地域の生活を創造する能力と実践的な態度を
育てる。

情報及び情報技術を活用するための知
識と技能の習得を通して、科学的な見方
や考え方を養い、情報化の進展にモラル
やマナーを守り、主体的に対応できる能
力と態度を育てる。

郷土の文化と伝統を大切にし、
諸活動を通して地域社会の一
員としての自覚を持つとともに、
社会の形成者として社会の発
展に努める態度を養う。
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若き日に己を見つめ、心身の啓発と友との協和を心がけよう
今日の一日を大切にし、輝ける明日を創ろう

進学を希望する生徒が約６割、
その他は就職を希望している。
生徒は、基礎的・基本的な学力
に加え、就業体験や奉仕活動
の経験を通して、社会人として
の必要なモラルやマナーを十
分に身につけることが課題であ
る。

・生徒一人一人の自主性・自立性を伸長し、豊かな人間性と人格の形成を目指す学校
・社会人として必要な知識と教養を身に付けた人材を育成し、保護者や地域の期待に応え、
地域とともに発展する学校
・普通科及び普通科音楽コースの生徒が、学習、文化・芸術活動等で相互に協力し合う活力
ある学校

大洗町唯一の高等学校であ
り、地元の協力を得ての教育活
動がしやすい。

・生徒の発達段階に応じた人間の在り方生き方に関する教育を実践する。
・生徒が自ら考え、自覚を深めて自己実現できるよう指導の計画や方法を工夫
する。
・自分自身の生き方や夢や理想の実現に向けて主体的に学ぶ。

地域社会との連携

学校の教育目標

道徳教育重点目標

特別活動

公民科

ホームルーム活動

公共

家庭との連携

現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判断
の手掛かりとなる考え方や公共的な空間におけ
る基本的原理を活用して、多面的・多角的に考
察し公正に判断する力を養う。

自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的
に判断し、より良く問題を解決する資質や能力を
養う。また、自己の在り方生き方を考えるととも
に、学習や生活に生かし、総合的に働くようにす
る。

基本的生活習慣を確立させ
るため、マナーアップ活動・
あいさつ指導・服装指導の
充実を図る。また、校内外の
巡視を実施するとともに、家
庭訪問や地域との連携を図
る。

家庭と学校とが連携して教
育にあたることが必要不可
欠であることから、相互に連
絡・報告・相談を密にし、協
力体制を確立する。

豊かな心を育成するための講
演会・体験活動・奉仕活動の展
開にあたっては、積極的に地域
社会やＰＴＡに協力を依頼す
る。
また、その成果については、広
報紙「学校だより」・ＰＴＡ会報
「長峯」などで公開する。
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適切に表現し、的確に理解する能
力を育成し、伝え合う力を高めると
ともに、思考力を伸ばし、心情を豊
かにする。

我が国及び世界の形成の歴史や生活・
文化の特色についての認識・理解を深
め、国際社会に主体的に生きる民主的、
平和的な国家・社会の一員として必要な
自覚と資質を養う。

数学の概念や原理・法則の理解を
深め、事象を数学的に考察し処理
する能力を高め、創造性の基礎を
培うとともに、積極的に活用する態
度を育てる。

自然に対する関心や探究心を高
め、科学的に探究する能力と態度と
自然観を学び、それらを日常生活
に積極的に活用する態度を育て
る。

運動や健康・安全についての知識
や理解を深め、豊かな生活を想像
していくための態度や実践力を育成
する。

音楽に関する専門的な学習を通して、創造的な
表現に必要な知識や技術を習得させるとともに
豊かな感性と音楽文化の発展に寄与する態度を
育てる。芸術の幅広い活動を通し、生涯にわた
り芸術を愛好する心情を育て、感性を高め、豊
かな情操を養い、道徳性の基礎を養う。

基本的な生活習慣を確立し、社会人として
主体的な行動がとれるようになること。
一人一人が就職・進学へ自らの進路を
実現できること。
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